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銀
行
知
見
で
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
対
応

【】

豊富なセミナーも魅力

第３回ＦＩＴ大阪（金融国際情報技術展）

Ｆａｎ

株
式
投
資
ロ
ボ
ア
ド
提
供

「
ア
ル
パ
カ
」と
共
同
開
発

セ
イ
コ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

ロ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
開
発

印
鑑
・
紙
レ
ス
で
１
万
件

ｙｕｐ

申
し
込
み
１
万

件
突
破

個
人
向
け
フ
ァ
ク
タ
リ
ン
グＳＢＩの少短会社導入

保険支援システム更新
ジャストインケーステクノロジーズ Ｍ

＆
Ａ
チ
ャ
ッ
ト
公
開

年
商

万
円
以
下
に
対
応
経営承継支援

ドイツ銀のＤＸ支援
行内でクラウド環境構築

オラクル

　
セ
ブ
ン
銀
行
子
会
社
の
Ａ
Ｃ
Ｓ
ｉ
Ｏ
Ｎ

（
ア
ク
シ
オ
ン
）
は
、
現
場
の
知
見
を
生
か

し
た
金
融
犯
罪
対
策
を
手
掛
け
る
。
不
正
利

用
へ
の
対
応
を「
社
会
で
協
力
す
べ
き
領
域
」

と
位
置
付
け
る
同
社
は
、
導
入
企
業
間
で
情

報
を
連
携
し
て
対
策
精
度
を
高
め
る
「
共
同

利
用
型
」を
展
開
。安
田
貴
紀
Ｃ
Ｅ
Ｏ（

）

に
Ｆ
Ａ
Ｆ
Ｔ

フ

ァ

ト

フ

（
金
融
活
動
作
業
部
会
）
対
応

の
あ
り
方
を
聞
い
た
。

―
―
提
供
す
る
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
は
。

　
「
金
融
機
関
の
Ｆ
Ａ
Ｔ

Ｆ
や
Ａ
Ｍ
Ｌ
（
ア
ン
チ
・

マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
）

対
応
を
支
援
す
る
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い

る
。
提
供
製
品
は
主
に
三

つ
あ
る
。
①
不
正
な
取
引

を
検
知
す
る
デ
ィ
テ
ッ
カ

ー
②
本
人
確
認
を
一
元
化

す
る
プ
ル
ー
ス
ト
③
フ
ィ

ッ
シ
ン
グ
対
策
サ
ー
ビ
ス

―
―
だ
。
ネ
ッ
ト
銀
行
な

ど
の
専
門
家
が
在
籍
し
て

お
り
、
運
用
ま
で
引
き
受

け
ら
れ
る
」

―
―
不
正
取
引
対
策
に

求
め
ら
れ
る
視
点
は
。

　
「
従
来
、
Ａ
Ｍ
Ｌ
対
応

と
い
う
と
、
不
正
取
引
の

状
況
を
捉
え
て
疑
わ
し
い

取
引
の
届
け
出
を
提
出
す

る
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る

の
が
多
か
っ
た
。し
か
し
、

最
近
の
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
対
応
で

は
、
金
融
犯
罪
を
未
然
に

防
ぐ
視
点
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
早
い
対
応
に
は
、

攻
撃
者
や
犯
罪
者
の
手
法

の
変
化
を
捉
え
る
こ
と
が

重
要
で
、
各
社
が
保
有
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
み
で
は
難

し
い
面
も
あ
る
」

―
―
銀
行
の
課
題
は
。

　
「
こ
れ
ま
で
は
、
個
別

機
関
で
対
策
す
る
意
識
が

強
く
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

担
当
者
が
ど
こ
で
知
見
を

得
れ
ば
よ
い
か
悩
む
ケ
ー

ス
も
あ
っ
た
。
金
融
犯
罪

対
策
は
、
社
会
全
体
が
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
べ

き
課
題
だ
。
弊
社
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
金
融
機
関
か
ら

人
材
を
受
け
入
れ
て
お

り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し

て
い
る
」

　
―
―
金
融
犯
罪
に
ど
う

対た
い

峙じ

す
べ
き
か
。

　
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
分

野
は
、
費
用
対
効
果
が
測

り
に
く
い
と
い
わ
れ
る
。

一
方
で
、
顧
客
の
資
産
を

守
る
企
業
の
ス
タ
ン
ス
が

問
わ
れ
る
時
代
に
な
っ
て

い
る
。
金
融
犯
罪
対
策
に

求
め
ら
れ
る
範
囲
は
広
が

り
、
高
度
化
し
て
い
く
だ

ろ
う
。経
営
陣
が
主
導
し
、

積
極
的
か
つ
効
率
的
に
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
」

（
聞
き
手
＝
菊
池
　
友
信
）

　
や
す
だ
・
よ
し
き
　
京
都
府
出
身
、

歳
。
２
０
０

０
年
日
大
大
学
院
修
了
。
凸
版
印
刷
、
セ
ブ
ン
銀
行
の

金
融
犯
罪
対
策
部
な
ど
を
経
て
、

年
７
月
の
同
社
立

ち
上
げ
か
ら
現
職
。

■会期：９月９日（木）、日（金）
■会場：グランフロント大阪
　　　　コングレコンベンションセンター
■主催：日本金融通信社（ニッキン）

ｆｉｔ－ｏｓａｋａ．ｎｉｋｋｉｎ．ｃｏ．ｊｐ

第３回ＦＩＴ大阪では、ソリューション・製品の
展示に加え、充実したセミナーも見どころの一つで
す。多様なテーマで全セミナーを講演。半数以上
のセミナーで金融機関行職員が講師として登壇し
ます。業態も、都市銀行や地方銀行、第二地方銀行、
信用金庫、信用組合、証券、保険と多岐に渡ります。
実際の取り組み事例や導入効果など、生の声を聞け
る絶好の機会となります。
　セミナーは、事前登録制です。会場受講のお申し
込みは先着順となっていますので、希望するセミナ
ーはお早めにお申し込み下さい。空き状況はオフィ
シャルサイトで確認できます。

（１３） （第３種郵便物認可）２０２１年（令和３年）８月２７日（金曜日）

独
立
系
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
Ｉ
Ｆ
Ａ
）
の
Ｆ
ａ
ｎ
は
、
Ｓ
Ｂ
Ｉ
証
券
と
Ａ

ｌ
ｐ
ａ
ｃ
ａ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
（
ア
ル
パ
カ
）
と
協

業
し
、
株
式
投
資
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
ロ
ボ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
「
ア
ル
パ
カ
ロ
ボ
」
を
開
発
。
Ｓ

Ｂ
Ｉ
グ
ル
ー
プ
が
出
資
す
る
ア
ル
パ
カ
が
第
一

種
金
融
商
品
取
引
業
者
と
な
り
、
８
月
１
日
か

ら
証
券
取
引
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
ア
ル
パ
カ

証
券
サ
ー
ビ
ス
」
の
な
か
で
提
供
し
て
い
る
。

個
人
の
資
産
形
成
を
支
援
す
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ァ
ク
タ

リ
ン
グ
の
ｙ
ｕ
ｐ
（
ヤ
ッ
プ
）は
８
月

日
、フ
リ
ー

ラ
ン
ス
や
個
人
事
業
主
か
ら
入
金
前
の
請
求
書
を
買

い
取
り
、
資
金
繰
り
を
支

援
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
累
計

申
込
件
数
が
１
万
３
千
件

を
突
破
し
た
。
サ
ー
ビ
ス

は
２
０
１
９
年
９
月
に
開

始
。国
内
で
は
、個
人
向
け

の
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ァ
ク
タ

リ
ン
グ
業
者
は
珍
し
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
り
、
仕
事

依
頼
が
減
少
す
る
な
ど
で

収
入
面
の
影
響
を
受
け
て

い
る
こ
と
が
、
申
し
込
み

増
加
の
背
景
に
あ
る
。
巣

ご
も
り
需
要
の
高
ま
り
か

ら
宅
配
業
の
利
用
が
増
加

し
て
い
る
ほ
か
、
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
の
普
及
で
地
方

移
住
者
か
ら
の
申
し
込
み

も
増
え
て
い
る
。

８
月

日
に
は
、
セ
ブ

ン
銀
行
や
ふ
く
お
か
フ
ィ

ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
子

会
社
の
Ｆ
Ｆ
Ｇ
ベ
ン
チ
ャ

ー
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
な
ど
の
第
三
者
割
当
増

資
や
複
数
金
融
機
関
か
ら

の
借
り
入
れ
で
総
額
４
・

５
億
円
を
調
達
。
資
金
は

人
員
増
強
や
サ
ー
ビ
ス
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
充
て

る
方
針
。

中
堅
・
中
小
企
業
の
事

業
承
継
や
Ｍ
＆
Ａ
（
合
併

・
買
収
）
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
業
務
を
手
掛
け
る
経

営
承
継
支
援
は
８
月


日
、
小
規
模
Ｍ
＆
Ａ
チ
ャ

ッ
ト
サ
ー
ビ
ス「
は
じ
め
」

を
リ
リ
ー
ス
し
た
。
売
り

手
企
業
の
年
商
が
５
千
万

円
以
下
に
特
化
し
た
も
の

で
、
こ
れ
ま
で
成
約
報
酬

な
ど
の
問
題
か
ら
手
掛
け

る
の
が
難
し
か
っ
た
小
規

模
事
業
者
の
Ｍ
＆
Ａ
に
着

手
す
る
。

同
サ
ー
ビ
ス
は
、
同
社

が
収
集
・
管
理
す
る
売
り

手
企
業
の
情
報
を
順
次
掲

載
す
る
。
買
い
手
と
金
融

機
関
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
企
業
は
、
そ
の
な
か
か

ら
条
件
に
マ
ッ
チ
す
る
企

業
と
自
由
に
商
談
が
可

能
。
利
用
料
金
は
月
額
８

８
０
０
円
（
税
込
み
）
、

売
り
手
は
無
料
。

経
営
承
継
支
援
は
７
月

末
時
点
で
地
域
銀
行
や
信

用
金
庫
な
ど

機
関
と
提

携
。
金
融
機
関
は
同
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
新
事
業
や
業
域
拡
大

を
目
指
す
事
業
者
の
課
題

解
決
を
支
援
。
ま
た
、
後

継
者
不
足
に
悩
む
小
規
模

事
業
者
の
情
報
を
登
録
す

る
と
こ
で
、
全
国
か
ら
買

い
手
を
募
る
こ
と
が
で
き

る
。笹

川
敏
幸
社
長
は
「
当

社
は
成
功
報
酬
５
０
０
万

円
か
ら
と
業
界
で
は
低
価

格
だ
が
、
小
規
模
事
業
者

で
は
割
高
感
が
拭
え
な

い
。
Ｍ
＆
Ａ
の
入
り
口
と

し
て
利
用
し
て
ほ
し
い
」

と
期
待
を
込
め
る
。

オ
ラ
ク
ル
は
ド
イ
ツ
銀

行
が
進
め
る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
）
を
支
援
す
る

た
め
、
オ
ン
プ
レ
ミ
ス
か

ら
ク
ラ
ウ
ド
環
境
へ
の
移

行
を
は
じ
め
と
し
た
サ
ポ

ー
ト
を
し
て
い
る
。
行
内

に
ク
ラ
ウ
ド
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
（
Ｄ
Ｂ
）
を
構
築
で
き

る
よ
う
に
し
、
業
務
の
効

率
化
や
新
し
い
金
融
サ
ー

ビ
ス
の
構
築
支
援
を
行

い
、
同
行
の
収
益
拡
大
に

つ
な
げ
る
。

今
回
、
同
行
が
採
用
し

た
の
は
、
Ｄ
Ｂ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
「
Ｏ
ｒ
ａ
ｃ
ｌ

ｅ

Ｅ
ｘ
ａ
ｄ
ａ
ｔ
ａ

Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
＠
Ｃ
ｕ
ｓ
ｔ

ｏ
ｍ
ｅ
ｒ
（
オ
ラ
ク
ル

エ
ク
サ
デ
ー
タ

ク
ラ
ウ

ド
）
」
。
基
幹
シ
ス
テ
ム

を
ク
ラ
ウ
ド
環
境
下
で
稼

働
で
き
、
顧
客
デ
ー
タ
の

管
理
だ
け
で
な
く
、
デ
ー

タ
分
析
や
ア
プ
リ
開
発
に

も
貢
献
す
る
。

ま
た
、
デ
ー
タ
の
暗
号

化
や
、
多
層
防
御
機
能
を

用
い
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

の
脅
威
特
定
と
い
っ
た
豊

富
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
機

能
を
持
ち
、
よ
り
安
全
な

運
用
を
行
う
。

今
回
の
連
携
に
合
わ

せ
、
同
社
と
同
行
の
技
術

担
当
者
は
新
た
な
金
融
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
設
計
に

向
け
、
協
力
し
て
い
く
体

制
を
構
築
。
国
内
金
融
機

関
に
も
、
「
自
社
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
内
で
ク
ラ
ウ
ド

環
境
が
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
営
業
を
強
化

す
る
」
（
日
本
オ
ラ
ク
ル

広
報
担
当
）
。

セ
イ
コ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
ズ
が
、
中
央
労
働
金

庫
と
共
同
開
発
し
た
カ
ー

ド
ロ
ー
ン
手
続
き
シ
ス
テ

ム
「
Ｒ
‐
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
の

利
用
実
行
件
数
が
１
万
件

（
６
月
末
）
を
超
え
た
。

印
鑑
と
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

で
、
申
し
込
み
か
ら
実
行

ま
で
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

非
対
面
に
よ
り
完
結
で
き

る
利
便
性
が
、
好
調
の
要

因
と
み
ら
れ
る
。

同
シ
ス
テ
ム
は
、
２
０

２
０
年

月

日
に
中
央

労
金
の
全
営
業
店
で
稼
働

を
開
始
し
た
。
顧
客
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ

ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ロ

ー
ン
手
続
き
の
ほ
か
、
返

済
用
口
座
の
作
成
や
、
住

所
変
更
の
受
け
付
け
も


時
間
３
６
５
日
で
き
る
。

融
資
審
査
支
援
や
債
権
管

理
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
と
連

携
す
る
こ
と
で
、
入
力
項

目
の
検
証
も
容
易
に
し
て

い
る
。

中
央
労
金
は
、
非
対
面

取
引
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る

な
か
、
デ
ジ
タ
ル
推
進
部

門
を
設
置
し
て
サ
ー
ビ
ス

の
整
備
と
拡
充
を
進
め
て

き
た
。
利
用
客
か
ら
「
時

間
や
場
所
を
選
ば
ず
に
手

続
き
で
き
る
こ
と
が
受
け

て
い
る
」
と
高
い
評
価
を

得
た
。

セ
イ
コ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
ズ
は
、
「
ｅ
Ｋ
Ｙ
Ｃ

（
電
子
本
人
確
認
手
続

き
）
と
の
接
続
や
有
担
保

ロ
ー
ン
機
能
の
追
加
な
ど

も
要
望
が
来
て
お
り
、
対

応
し
て
い
き
た
い
」
と
Ｒ

‐
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
。

保
険
関
連
サ
ー
ビ
ス
を

開
発
す
る
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン

ケ
ー
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

は
、
保
険
業
務
を
支
援
す

る
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
型
シ
ス
テ
ム

「
ｊ
ｏ
ｉ
ｎ
ｓ
ｕ
ｒ
ｅ

（
ジ
ョ
イ
ン
シ
ュ
ア
）
」

を
更
新
し
、
機
能
を
強
化

し
た
。
７
月
か
ら
新
た
に

Ｓ
Ｂ
Ｉ
プ
リ
ズ
ム
少
額
短

期
保
険
が
導
入
す
る
な
ど

利
用
が
拡
大
し
て
い
る
。

「
ｊ
ｏ
ｉ
ｎ
ｓ
ｕ
ｒ
ｅ
」

は
、
保
険
の
募
集
や
契
約

管
理
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

販
促
と
い
っ
た
機
能
を
そ

ろ
え
、
保
険
会
社
の
業
務

効
率
化
に
貢
献
す
る
。
こ

れ
ま
で
は
「
Ｍ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ

ｒ
」
の
名
称
で
提
供
し
て

い
た
が
、
新
機
能
の
追
加

な
ど
に
合
わ
せ
て
変
更
し

た
。今

回
、
新
た
に
「
保
険

金
請
求
受
付
チ
ャ
ッ
ト
ボ

ッ
ト
」
機
能
を
実
装
。
保

険
金
請
求
は
郵
送
で
の
対

応
が
多
く
、
業
務
負
担
が

大
き
か
っ
た
が
、
デ
ジ
タ

ル
化
で
迅
速
な
支
払
い
と

負
担
軽
減
を
両
立
す
る
。

具
体
的
に
は
、
利
用
者

は
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
回

答
す
る
こ
と
で
請
求
の
手

続
き
が
可
能
。
さ
ら
に
、

保
険
会
社
は
さ
ま
ざ
ま
な

商
品
の
請
求
フ
ロ
ー
を
ノ

ー
コ
ー
ド
ツ
ー
ル
で
構
築

で
き
、
書
類
発
送
の
削
減

に
つ
な
が
る
。

ペ
ッ
ト
保
険
を
取
り
扱

う
Ｓ
Ｂ
Ｉ
プ
リ
ズ
ム
少
額

短
期
保
険
で
は
、
導
入
後

１
カ
月
で
約
１
８
０
万
円

の
コ
ス
ト
削
減
を
実
現
。

さ
ら
に
、
保
険
金
支
払
い

の
迅
速
化
に
よ
る
顧
客
満

足
度
の
向
上
と
、
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
の
負
担
軽
減
に

も
貢
献
し
て
い
る
。

同
社
は
、
災
害
時
の
保

険
金
請
求
に
も
備
え
ら
れ

る
と
強
調
。今
後
は
、不
正

請
求
の
検
知
な
ど
さ
ら
な

る
機
能
の
充
実
を
検
討

し
、
「
保
険
業
界
の
負
荷

や
コ
ス
ト
の
削
減
に
貢
献

し
て
い
く
」（
畑
加
寿
也
代

表
取
締
役
）と
し
て
い
る
。

ア
ル
パ
カ
ロ
ボ
は
、
過

去

年
間
の
値
動
き
デ
ー

タ
と
東
証
売
買
内
訳
デ
ー

タ
か
ら
株
価
の
期
待
収
益

率
を
予
測
す
る
。
日
本
株

２
千
銘
柄
を
解
析
対
象
と

し
、
「
強
気
シ
グ
ナ
ル

（
買
い
時
）
」
「
弱
気
シ

グ
ナ
ル
（
売
り
時
）
」
を

毎
日
配
信
。
さ
ら
に
、
投

資
対
象
を
時
価
総
額
に
よ

っ
て
分
類
し
、
最
適
な
株

の
保
持
バ
ラ
ン
ス
を
提
案

す
る
。

ア
ル
パ
カ
証
券
サ
ー
ビ

ス
の
特
徴
は
、
一
任
型
の

ロ
ボ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
サ
ー

ビ
ス
と
は
異
な
り
、
顧
客

自
身
が
売
買
す
る
ア
ド
バ

イ
ス
型
の
ロ
ボ
ア
ド
サ
ー

ビ
ス
。
提
供
し
た
情
報
を

基
に
、
顧
客
が
判
断
す
る

こ
と
で
投
資
に
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目

的
。顧
客
は
、チ
ャ
ッ
ト
を

使
い
Ｆ
ａ
ｎ
に
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
相
談
で
き
る
。
Ａ

Ｉ
予
測
技
術
と
Ｉ
Ｆ
Ａ
の

知
見
を
融
合
さ
せ
た
サ
ー

ビ
ス
と
な
っ
た
。
取
引
手

数
料
は
０
・

％
、
口
座

開
設
無
料
、
情
報
利
用
料

無
料
。

月
間
１
千
口
座
開
設
を

目
標
に
、
２
０
２
２
年
度

中
に
米
国
株
、
米
国
Ｅ
Ｔ

Ｆ
の
提
供
を
視
野
に
入
れ

て
い
る
。
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